小学校３年【国語】『新しい国語』（東京書籍）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	課題内容

	第１回
	【単元名】くらべてみよう　【ページ】１２～１３ページ
【学習の流れ】
１　１２ページの表を見て、三つのおやつ（チョコレート、キャラメル、バナナ）をくらべ、それぞれのよいところ（○）、あまりよくないところ（△）について、教科書にしるしをつける。
２　自分だったら、春の遠足の時にどのおやつを持っていくかについて選び、理由をノートに書く。
３　「１」、「２」の活動を基に、三つの遊び（なわとび、トランプ、サッカー）をくらべ、１３ページの表に書いてせいりする。

【学びの確認】
・表にせいりするとどんな時に役立つのかを、１００文字ていどの文しょうで、ノートにまとめる。

	第２回
第３回
第４回
第５回
	【単元名】物語を音読しよう「すいせんのラッパ」（物語）
【ページ】１８～３０ページ
【学習の流れ】
１　「すいせんのラッパ」を音読する。
２　分からない言葉や漢字について国語辞典等を活用して調べる。
３　「すいせんのラッパ」は、いつ、どこで、だれが出てくる物語かについて、かんたんな文しょうでまとめる。
[bookmark: _GoBack]４　すいせんのラッパの音や、登場人物の様子が分かる言葉や文を見つけ、教科書に印をつけたり、線を引いたりする。
５　自分で読みたい場面を決めて、すいせんのラッパの音をどのように工夫して読むかを考える。
６　「５」の活動をもとに、声の大きさや読むはやさなどに気をつけて音読する。

【学びの確認】
・今まで読んだ物語を、様子を思いうかべながら声の大きさや読むはやさなどに気をつけて音読する。



